
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  申告に間に合わない場合 

Ｑ：私は、去年開業した個人事業者です。

これまで、ずっと帳簿を付けていませんでし

たので、記帳がなかなかはかどりません。今

日中に申告が間に合わなかった場合はどうな

りますか？ 

 

Ａ：期限後でも申告はできますが、延滞税

や加算税がかかってきます。 

【解説】 

確定申告は、申告期限後であっても提出す

ることができます(これを期限後申告書とい

います)が、この場合においては、次のような

取扱いがされることとなっていますので注意

してください。 

①  青色申告特別控除は10万円が限度となり、

65万円の特別控除は受けられなくなる。 

②  雑損失の繰越控除、準損失の繰越控除・繰

戻し還付、居住用財産の譲渡損失の繰越控

除は、損失の生じた年分について期限内に

申告書を提出していなければ適用が受け

られない。 

また、期限内に申告しなかった場合には、

納付すべき税額に対し、次の割合を乗じて計

算した延滞税と無申告加算税がかかりますの

で注意してください。 

①  延滞税・・・申告期限の翌日から２ヶ月間

については年4.1%、その後の期間について

は年14.6% 

②  無申告加算税・・・15%(今年度の税制改正

で20%になる予定、ただし、申告期限から

２週間以内の申告で、一定の申告意思があ

ると認められるものには賦課されない) 
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